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1,前 文

欧米では,HOMEECONOMICSの 以前 に,

家政学 をDOMESTCSCIENCEと いったことが

ある。これは,直 訳すれば,家 庭科学であるが,

生活科学 と訳されている。家庭 を原点とする生活

を科学的に研究する学問である。自然科学を含む

学術文化の発展 とともに,生 活様式は変 り,生 活

圏も拡がるか ら,生 活 と文化の意味を探究するこ

とが,生 活科学を理解 し,家 政学を考え直す こと

になると考えて,外 来譜 と比較しなが ら考察を進

める。

2,生 活 とは

人が 次 々 と世 代 に 亘 り生 活 環(ラ イ フ ・サ イ ク

ル)を 受 け 継 い で種 族 を保 存 す る た め に は,男 女

(複 数)の 共 同生 活(コ ミュニ テー ・ラ イ フ)が

欠 かせ な い条 件 で あ り,単 独 で は 生 命(ラ イ フ)

を遺 伝 で き な い こ とは 自然 の摂 理 で あ る。 「生 活 」

とは 「生 存 して 活 動 す る こ と」,即わ ち,生 存(ラ

イ フ)+活 動(ア ク テ ィー ビテ ィー)と 定 義 され

て い る。 そ の 外 に,暮 ら し(ラ イ フ),生 き方 又 は

生 活 様 式(ラ イ フ ・ス タ イル),生 活 状 態 又 は 条 件

(リ ビ ン グ ・コ ンデ シ ョ,ン)の 意 味 もあ る。

要 す る に,「 生 活 」 は 学 生(ア ・ラ イ フ)の 営 み,

行 為(ワ ー キ ン グ)で あ る。 「生 活 」と 「ラ イ フ」

は 前 後 に 接 続 す る単 語 に よ っ て も使 い 分 け ら れ る 。

例 を挙 げ る と,独 身 生 活(シ ン グ ル ・ラ イ フ),

社 会 生 活(ソ シ ア ル ラ イ フ),家 庭 生 活(ホ ー ム ・

ラ イ フ),私 生 活(プ ライベ ー ト ・ラ イ フ),都 市

生 活(タ ウ ン ・ラ イ フ),生 活 圏(ゾ ー ン ・オ ブ ・

ラ イ フ)等 で は 「生 活 」=「 ラ イ フ 」 で あ るが,

生 活 機 能(バ イ タル ・フ ァ ン ク シ ョ ン ズ),生 活 費

(リ ビ ング ・エ ク スペ ンス),生 活 扶 助(リ ブ リ フ ッ

ド ・ア シ ス タ ンス),生 活環 境(リ ビ ン グ ・エ ンバ

イ ロ ン メ ン ト),生 活 分 野(カ テ ゴ リー一・オ ブ ・リ

ビ ン グ)等 で は 「ラ イ フ 」 は 使 え な い 。つ ま り「生

活 」 に は 「生 と静 」 の 意 が 弱 く,「ラ イ フ」に は 「活

と動 」 の 意 味 が 薄 い よ うに 感 じる 。 因 み に 「ラ イ

フ ・サ イ エ ン ス」 は 生 物 学,医 学,社 会 学 等 を包

括 す る 「生 命 科 学 」 で あ り,「ドメス テ ィ ッ ク ・サ

イエ ンス 」 は,家 庭 が 生 活 の基 盤(ホ ～ ム ベ ー ス)

で あ る との理 由 か ら 「生 活 科 学 」 と訳 さ れ た もの

と推 察 す る 。

3.文 化 とは

人知が発達 して世の中が開ける過程で得 られる

精神的所産 を文化(カ ルチャー),物 質的所産によ

って生活が豊かになった状態を文明(シ ビリゼー

ション)と 定義 した り,文 明は物質文明(マ テー

リアル ・シビリゼーション)と 精神文明(モ ーラ

ル ・シビリゼーション)か らな り,精 神文明だけ

を特に文化 と名付けたり,文 化は文明開花(人 知

が開けて世の中が進歩す ること)の 略語であると

の説もある。何れにしても,物 と心,器 と技 を分

け難いように,文 明 と文化の別も判 りに くい。平

易に解釈すれば,生 活のための知恵(技 法)が 文

化 であり,こ れによって得られた物で生活が豊か

になった状態が文明であろう。具体的には,言 語,

学術,芸 術,娯 楽,宗 教,道 徳,風 俗等のソフ ト

な所産 を文化 と言い,機 器,建 造物,交 通機関等

のハ7ド な所産で生活が豊かになった状態が文明
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と考 えられ る。文化の筆頭である言語は,共 同生

活に欠かせない意志伝達のための通信手段であ り,

他の文化 の推進役 として位置づけられている。

文明 と文化の形容詞的用例で,物 質的に生活水

準の高い人や国を 「文明人」,「文明国」又は 厂先

進国」といい,或 る程度の生活水準で,徳 操(教

養)を 備 えた人や国 を 「文化人」,「文化国家」 と

いうように,文 明 と文化 は対称的に使われ ること

が多い。文明の響きか らは硬い鎚音が聞こえ,文

化の香 りか らは芳香 を感ずるとの例 えがある。然

し,肉 体 と遊離した精神や,経 済を無視 した生活

が考 えられないように,'文 明と文化の明かな区別

は無理である。生活は 厂生きている間のすべての

営み」で,文 化は 「生活を守 り,豊 かにす るため

の工夫の結果,得 られた精神的所産」 と解釈 した

が,生 活圏(縄 張 り)を 守るための集団相互の争

いや,「 いじめ」,「差別」等によってもたらされる

悪の所産(不 和)は 文化 といえるだろうか?。 言葉

を変えれば 「戦の文化」 はあるのか ということで

ある。このような悪計 も生活行為であるが,共 同

生活の理念である 「助け合 い」に反するものであ

るから 「必要悪」 といい,判 断しに くい場合は競

争(レ ース)と 見る人もある。速 さ,強 さ,技 を

競 い合 うスポーツは娯楽や祭典に近い遊技(ゲ ー

ム)で 体育文化 といわれるが,不 正の手段 を用 い

た場合は,醜 い争いや賭博になるから文化 とはい

えない。矢張 り,お 互いの心や体 を傷つける結果

をもたらす生活行為は文化 とは認められないよう

である。これに対 し,争 いの原因をただ して,争

いを未然に防 ぐ平和論や,戦 争の状態を記録す る

歴史等は文化 と位置ずけ られる。最近では,職 菊

奉仕等の社会生活 とは逆に,レ ジヤー(余 暇)バ

カンス(休 暇),レ クリエイション(休 養,娯 楽)

の取 り方,過 し方等の生活方法 も重要な文化 と認

識されるようになった。 とにか く,文 化は生活か

ら生まれるものであるか ら,時 間的(伝 統 と現代),

空間的(生 活圏)生 活状態の変化に応 じて拡が る

ことを理解 した。

最近,ア フリカ,中 東,東 南アジアの孤児救済

に,養 子縁組みなどで素早い対応を見せ るアメリ

カ人が多ばことを知 って,庶 民文化の水準の高さ

を感じた。なお,生 活と文化を究明するには,ア

ラスカのエスキモー,カ ナダのヘア ・インディア

ン,ア マゾンの原住民,ア フリカの低開発地域等,

僻地の住民の生活習慣(風 俗文化)に ついて も研

究する必要がある。

4.家 政学について

国を治めることが国政であ り,家 を治めること

が家政である。国際関係を抜きにしては国の政治が

運営されな くなったように,家 政 もグヴーバルな

思考をしなければ成 り立たな くなった といっても

誇張ではない。これは交通機関の発達 と経済の発

展に伴 う人的,物 的交流 と生活圏の拡大によるラ

イフ ・スタイルの変化があるからである。前稿で

厂家政学の発展の歴史は民主主義発展の歴史であ

り,端 的には女性開放の歴史である」 と述べた。

家政 を専 ら主婦の責任 と考 え,女 子専科の閉鎖

的な教育 として発足 した家政科教育であるが,民

主化 とともに,家 政 を男女平等の責任 と捉え,家

庭電気機器の普及 と産業構造の変革による手作 り

の家内産業が衰退 して家事 も省力化 された結果,

女子の社会進出は急速に進み,家 計の社会への依

存度 も増大して消費経済の質的変革 を来たし,経

済力の向上によって生活の余裕が生 まれ,余 暇を

楽 しみ,海 外迄 も生活圏が広がってゆ く情勢では,

家政科教育の教科内容 も社会化,国 際化 して男子

にも開かれた教育に移行 してゆくのは 自然の成 り

行 きであろう。このような家政科教育の様変 りに

かかわらず,家庭の価値が見直され,家 庭生活の社

会生活(職 場)に 対するウエイ ト(比重)が 特 に青

年層で増しつつあることは最近のアンケー トによ

って裏書きされている。生活を 「一生のすべての

営み」 と解釈すれば,そ の中に社会生活,活 動 も

含まれるこ とは別に新 しい思考には当らないし,

生活圏の拡大も 「生活」の意義を変 えることには

ならない。又,家 庭が安息の場であることに変 り

はないが,最 近まで今 日の目覚 ましい女性の社会
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進出を予想し得なかったために,未 だに生活の意

義 と家政科教育の実態を錯覚 している人がいるこ

とも事実である。家政科教育の 目的が家庭管理,

家族関係,保 育に重点 を置いて,家 庭生活の物,

心両面に亘る向上 を図ることに加えて,社 会人,国

際人としての知識 ・教養を与える程に拡がったこ

とは常識である。又,一 方で生活科学 と考えれば,

教科内容が広汎な生活全般に拡散 して重点が呆け

た り,反 対に衣,食,住 の生活技術を昔に戻って

職業専門的のレベルまで教育するのでは,と の懸

念が残 り,文 化教育 と見れば,課 外のクラブ活動,

文化サークル活動,伝 統文化,外 国文化を含む広

汎な文化教育 を教育科 目に組み込 まれるような杞

憂 を抱 く向 きもある。家政科教育の教科 目と内容

に関する評論は前稿で述べたので割愛す るが,家

政の名 を変 えなくても教科内容は時代 と共に変更,

修正されるべ きものであり,絶 えず変っているこ

とも事実である。

ミ ッ クス(家 庭 経 済 学)と 変 っ て も,家 庭 の 語 が

温 存 され,日 本 で は依 然 と して 「家 政 学 」 と訳 さ

れ て 今 日に至 っ た こ とに重 大 な 意 義 を感 じた た め

に,生 活 と文 化 の意 味 か ら家 政 学 にア プ ロー チ す

る こ とを試 み た わ け で あ る。 又,医 ・食 同源 とい

わ れ る よ うに,文 明 と文 化,生 活 と文 化,家 庭 と

経 済 は 同源 と理 解 した か らで もあ る。 「経 済 」の 意

味 は 元 来,「節 約 ・抑 制 」 と 「資 源 の 有 効 利 用 」 で

あ り,「THEECONOMYOFNATURE」 は 「自

然 の 法 則,無 駄 の な い運 行 」 を意 味 し,キ リス ト

教 で は天 の 摂理(生 活 環 と道徳)を 「ク り不 チ ャ

ン ・エ コ ノ ミー 」 とい う こ と を知 っ た の は研 究 の

成 果 で あ っ た 。 又,英 語 で は 今 で も,人 間や 人 を

MAN(男),家 長(世 帯 主)をMASTEROFHOl

USE,主 婦 をHOUSEWIFEと 呼 ん で い る こ と

か ら,時 代 が 変 って も名 称,呼 称 に こ だ わ る こ と

は な い と感 ず る よ う に な っ た 。

5.後 文

以上 は 言 語 の 意 義 の 解 明 と比 較 文 化 論 に偏 り過

ぎた 感 じで あ るが,西 欧 で家 政 学 の 名 称 が,古 く

は,オ イ コ ノ ミヤ(家 庭 経 済 〉 に 始 ま っ て,ハ ウ

ス ホー ル ド ・ア ー ツ(家 政 術),ハ ウ ス ホ ー ル ド ・

マ ネー ジ メ ン ト(家 庭 経営 又 は 家 庭 管 理),ド メ ス

テ ック ・サ イエ ン ス(生 活科 学),ホ ー ム ・エ コ ノ
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